
　

一
　 「
清
水
諫
見
氏
旧
蔵
如
来
教
関
係
史
料
」
の
基
本
的
性
格
と
如
来
教
研
究
史
の
概
要

　
「
清
水
諫
見
氏
旧
蔵
如
来
教
関
係
史
料
」
と
は
、
如
来
教
信
者
だ
っ
た
故
清し
み
ず
い
さ
み

水
諫
見

氏
（
一
九
〇
二
―
一
九
八
五
）
か
ら
、
一
九
七
九
年
、
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た1

二
〇
七
点
の
史
料
群
を
い
う
（
以
下
、
本
書
で
は
原
則
と
し
て
「
清
水
氏
史
料
」
と
略
称
す
る
）。
同
史
料

群
の
性
格
を
理
解
す
る
た
め
に
は
か
な
り
細
か
い
説
明
が
必
要
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は

取
り
あ
え
ず
、
次
の
二
点
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
一
つ
は
、
昭
和
初
年
頃
、

清
水
氏
が
如
来
教
の
教
学
創
出
を
先
端
的
に
担
っ
た
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま

た
も
う
一
つ
は
、
一
般
の
研
究
者
に
よ
る
如
来
教
の
研
究
は
、
後
述
す
る
『
民
衆
宗
教

の
思
想
』
の
刊
行
（
一
九
七
一
年
）
を
機
に
、
如
来
教
の
分
派
で
あ
る
一
尊
教
団
が
教
団
史

料
を
公
開
し
た
こ
と
で
可
能
と
な
っ
た
が
、
同
教
団
の
所
蔵
史
料
に
は
欠
け
て
い
る
も

の
が
少
な
く
な
く
、「
清
水
氏
史
料
」
は
そ
れ
ら
を
補
う
役
割
を
果
た
し
つ
づ
け
て
今
日

に
い
た
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
如
来
教
と
は
、一
八
〇
二
（
享
和
二
）
年
、尾
張
国
愛
知
郡
熱
田
新
旗
屋
町
（
現
、

名
古
屋
市
熱
田
区
旗
屋
）
で
、
尾
張
藩
士
石い

し
こ
も
ん
ど

河
主
水
家
の
元
奉
公
人
の
女
性
（
喜
之
＝
き
の
。
姓
不
詳
。

当
時
四
七
歳
。
一
七
五
六
（
宝
暦
六
）
―
一
八
二
六
（
文
政
九
））
が
創
唱
し
た
宗
教
で
あ
り2

、
江
戸
時
代

後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
発
生
し
た
い
わ
ゆ
る
民
衆
宗
教
の
一
宗
派
で
あ
る
。
ま
た
、

一
連
の
民
衆
宗
教
の
ほ
と
ん
ど
が
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
以
降
、
次
第
に
「
教
派
神
道
」

に
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
開
教
が
も
っ
と
も
早
い
と
さ
れ
、
金
毘
羅
信
仰

や
浄
土
系
・
日
蓮
系
等
の
仏
教
思
想
を
摂
取
す
る
な
ど
、
習
合
的
性
格
が
濃
厚
な
如
来

教
は
、「
教
派
神
道
」
の
傘
下
と
な
る
道
を
選
ば
ず
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
以
降
、「
宗

教
団
体
法
」
が
施
行
さ
れ
た
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
ま
で
、
熱
田
白
鳥
町
の
曹
洞
宗
白

鳥
山
法
持
寺
の
境
外
仏
堂
「
鉄
地
蔵
堂
」
に
事
実
上
の
本
部
を
置
く
新
宗
教
と
し
て
活

動
を
続
け
た
。

そ
の
如
来
教
が
学
界
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機
は
、一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
、

当
時
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
助
教
授
だ
っ
た
石
橋
智
信
（
一
八
八
六
―
一
九
四
七
）
が
、
論

文
「
隠
れ
た
る
日
本
の
メ
シ
ア
教
―
一
尊
教
の
教
団
生
活
と
そ
の
信
仰
内
容
―
」3

を
発

表
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。
し
か
し
、
昭
和
初
年
以
来
の
如
来
教
研
究
を
引
き

継
ぎ
、
同
教
研
究
の
本
格
的
な
進
展
に
道
を
開
い
た
の
は
、
む
し
ろ
一
九
七
一
年
の
村

上
重
良
・
安
丸
良
夫
編
『
民
衆
宗
教
の
思
想
』4

の
刊
行
だ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
上
記

の
石
橋
論
文
の
段
階
で
、
如
来
教
に
は
総
数
三
〇
〇
篇
ち
か
い
膨
大
な
教
典
『
お
経
様
』

（
教
祖
の
説
教
記
録
の
原
本
や
写
本
）
が
伝
存
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ

の
『
お
経
様
』
が
一
般
に
も
披
見
可
能
に
な
っ
た
の
は
、『
民
衆
宗
教
の
思
想
』
の
刊
行

に
際
し
て
、
分
派
の
一
尊
教
団
（
本
部
、
金
沢
市
弥
生
）5

が
教
団
史
料
を
公
開
し
て
か
ら
の
こ

と
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
『
民
衆
宗
教
の
思
想
』
に
は
、
如
来
教
、
黒
住
教
、
天
理
教
、

金
光
教
、
丸
山
教
、
富
士
講
等
の
教
典
・
原
典
類
が
収
載
さ
れ
た
が
、
如
来
教
に
つ
い

て
は
、
総
数
三
〇
〇
篇
ち
か
い
と
さ
れ
る
教
典
の
う
ち
わ
ず
か
三
篇
が
翻
刻
収
載
さ
れ

た
に
と
ど
ま
り
、そ
の
他
の
諸
篇
は
ま
だ
一
般
に
は
披
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。そ
し
て
、

一
九
七
〇
年
代
の
そ
う
し
た
学
問
状
況
に
好
奇
心
を
そ
そ
ら
れ
た
こ
と
が
、
筆
者
（
神
田

秀
雄
）
と
浅
野
美
和
子
に
よ
る
如
来
教
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た
。

一
九
七
六
年
に
『
お
経
様
』
の
翻
刻
作
業
を
開
始
し
て
以
来
、
神
田
と
浅
野
は
そ
れ

ぞ
れ
複
数
の
論
考
や
著
書
で
如
来
教
に
つ
い
て
論
じ
て
き
て
い
る6

。
ま
た
、
神
田
・
浅

野
両
名
の
共
編
で
『
如
来
教
・
一
尊
教
団
関
係
史
料
集
成
』
と
題
す
る
全
四
巻
の
史
料

集
も
公
刊
し7

、
両
名
は
、
そ
の
各
巻
に
も
か
な
り
長
文
の
解
説
論
文
を
執
筆
し
て
い
る

（
以
下
、
当
該
史
料
集
に
言
及
す
る
際
は
原
則
と
し
て
『
史
料
集
成
』
と
略
記
し
、
各
巻
号
も
Ⅰ
～
Ⅳ
の
ロ
ー
マ
数
字
で
略

記
す
る
）。
つ
ま
り
如
来
教
の
研
究
は
、
太
平
洋
戦
争
直
後
に
石
橋
が
他
界
し
て
か
ら
、
お

よ
そ
四
半
世
紀
ぶ
り
に
「
再
開
」
さ
れ
、『
史
料
集
成
』
が
完
結
し
た
二
〇
〇
九
年
ま
で

に
基
本
的
な
研
究
素
材
が
翻
刻
刊
行
さ
れ
て
、
本
格
的
な
研
究
の
深
化
が
期
待
さ
れ
る

段
階
に
入
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
如
来
教
像
の
再
構
成
を
目
指
す
書
物
と
し
て
、

神
田
が
新
著
を
刊
行
し
た8

ほ
か
、
本
書
の
編
者
石
原
和
も
、
学
位
論
文
を
も
と
に
し
た

書
物
を
刊
行
し
て9

今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
詳
細
は
そ
れ
ら
の
諸
研
究
に
委

ね10

、
以
下
の
本
稿
で
は
、
清
水
諫
見
氏
と
の
出
会
い
や
同
氏
の
生
涯
、「
清
水
氏
史
料
」

の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。

※
本
稿
は
石
原
和
・
神
田
秀
雄
・
吉
水
希
枝
編
『
近
代
如
来
教
と
小
寺
大
拙
―
研
究
と
史
料
』（
一
般
社
団
法
人
日
本
電
子
書
籍
技
術
普
及
協
会
、
二
〇
二
三
年
）
の
第
一
章
を
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

清
水
諫
見
氏
と
「
清
水
諫
見
氏
旧
蔵
如
来
教
関
係
史
料
」

神　

田　
　

秀　

雄
和
　



清水諫見氏と「清水諫見氏旧蔵如来教関係史料」

　

た
だ
も
う
一
点
、
実
は
お
断
り
し
て
お
く
べ
き
こ
と
が
ら
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
清

水
氏
史
料
」
の
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
へ
の
寄
贈
後
も
、
そ
の
整
理
を
担
当
し
た
関
係

上
、
以
後
約
三
〇
年
間
、
当
該
史
料
は
神
田
が
お
預
か
り
し
た
ま
ま
だ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
間
に
は
、
当
該
史
料
の
何
点
か
を
個
々
に
翻
刻
し
て
史
料
紹
介
し
、

『
史
料
集
成
』
Ⅰ
と
Ⅳ
に
は
、
そ
れ
ら
を
再
録
す
る
と
同
時
に
別
の
史
料
も
新
規
に
翻
刻

収
載
す
る
形
で
同
史
料
集
を
完
結
さ
せ
た
。
そ
し
て
そ
の
完
結
の
翌
年
度
末
に
当
た
る

二
〇
一
一
年
三
月
、
整
理
済
み
の
諸
史
料
は
同
図
書
館
に
返
納
し
た
が
、
そ
れ
で
も
「
清

水
氏
史
料
」
の
か
な
り
の
部
分
は
、
未
整
理
の
ま
ま
神
田
の
手
許
に
残
っ
て
い
た
。
本

書
に
直
接
つ
な
が
る
研
究
を
始
め
た
の
は
、
そ
の
未
整
理
分
の
存
在
を
図
書
館
か
ら
ご

指
摘
い
た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
如
来
教
に
関
係
す
る
論
考
や

著
書
が
あ
り
、
ま
た
各
種
史
料
の
整
理
に
も
実
績
を
積
み
つ
つ
あ
る
石
原
和
氏
に
協
力

を
お
願
い
し
、
さ
ら
に
吉
水
希
枝
氏
に
も
協
力
を
お
願
い
し
た
。「
清
水
氏
史
料
」
の
お

よ
そ
半
分
は
九
〇
余
通
に
も
の
ぼ
る
手
書
き
の
書
簡
（
多
く
は
毛
筆
）
で
あ
る
が
、
そ
の
全

文
翻
刻
を
含
め
て
、
こ
こ
に
「
清
水
氏
史
料
」
の
整
理
を
完
結
で
き
る
の
は
両
氏
の
ご

協
力
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

二
　
清
水
諫
見
氏
の
生
涯
と
「
清
水
氏
史
料
」
の
成
り
立
ち

１　
清
水
諫
見
氏
と
の
出
会
い
と
同
氏
の
生
涯

　

先
述
の
『
民
衆
宗
教
の
思
想
』
の
解
説
で
村
上
重
良
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
如
来

教
と
い
う
宗
教
は
「
反
俗
的
な
閉
鎖
性
」
に
大
き
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
明
治

維
新
以
降
に
お
け
る
近
代
教
団
の
形
成
過
程
で
、
中
心
的
な
指
導
者
と
な
っ
た
小
寺
大
拙

（
一
八
三
八
―
一
九
一
三
）
の
志
向
に
由
来
す
る
側
面
が
大
き
い
が
、
一
九
二
七
年
の
論
文
発
表
に

始
ま
る
石
橋
智
信
の
如
来
教
研
究
も
、
当
該
教
団
の
す
べ
て
の
僧
俗
か
ら
歓
迎
さ
れ
た
わ
け

で
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
名
古
屋
の
御ご

本ほ
ん

元も
と

（
今
日
の
宗
教
法
人
如
来
教
の
本
部
青
大
悲
寺
の
戦
前
・
戦

後
に
わ
た
る
通
称
）
は
、
一
九
四
〇
年
の
宗
教
団
体
法
の
施
行
に
よ
っ
て
、
法
令
に
対
応
す
る
規

則
を
教
団
自
身
が
整
え
、
そ
れ
を
公
開
す
る
事
実
上
の
義
務
を
負
う
ま
で
、
石
橋
の
研
究
に

必
ず
し
も
協
力
的
で
は
な
く
、
同
教
の
教
典
『
お
経
様
』
も
、
一
時
期
、
石
橋
に
披
見
さ
せ

た
ほ
か
は
今
日
ま
で
、
一
般
公
開
は
も
ち
ろ
ん
、
教
内
向
け
の
印
刷
・
刊
行
も
し
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
「
再
開
」
さ
れ
た
如
来
教
研
究
に
と
っ
て
は
、
当
初
、

金
沢
市
の
一
尊
教
団
本
部
（
一
九
二
九
年
、如
来
教
か
ら
分
離
し
た
教
団
）
如
来
庵
が
公
開
し
た『
お
経
様
』

を
中
心
と
す
る
教
団
史
料
が
ほ
ぼ
唯
一
の
研
究
素
材
だ
っ
た
。
し
か
も
一
尊
教
団
の
『
お
経

様
』
に
は
、
目
録11

に
篇
名
記
載
は
あ
る
も
の
の
、
実
際
に
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が

数
十
篇
に
も
の
ぼ
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
神
田
と
浅
野
は
、
一
尊
教
団
所
蔵

史
料
の
写
真
版
（
当
時
の
金
沢
大
学
法
文
学
部
国
史
研
究
室
蔵
）
を
村
上
重
良
氏
か
ら
借
覧
し
、
全
文
を

原
稿
用
紙
に
翻
刻
す
る
作
業
を
進
め
る
傍
ら
、
金
沢
市
の
如
来
庵
（
一
尊
教
団
本
部
）
や
東
京
豊

島
区
の
東
光
庵
（
如
来
教
の
有
力
な
末
庵
の
一
つ
）
を
度
重
ね
て
訪
問
し
、
両
教
団
の
関
係
者
か
ら

聞
き
取
り
を
行
う
と
と
も
に
、
未
公
開
史
料
の
発
掘
や
そ
の
他
の
情
報
蒐
集
に
つ
と
め
た12

。

ま
た
そ
の
過
程
で
神
田
は
、
当
時
、
一
尊
教
団
の
大
庵
主
で
あ
っ
た
寄
正
光
尼
（
二
〇
一
〇

年
代
前
半
に
物
故
）
か
ら
、
太
平
洋
戦
争
期
以
前
の
教
団
史
に
詳
し
い
、
東
京
練
馬
区
の
阿
弥

陀
堂
主
栗
田
善
如
尼
（
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
物
故
）13

を
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
同
尼
か
ら
、
東
光
庵

の
信
者
清
水
諫
見
氏
を
紹
介
さ
れ
た14

。
そ
の
お
二
人
は
、
と
も
に
後
述
す
る
東
光
庵
和
尚

清き
よ
み
や
し
ゅ
う
そ
う

宮
秋
叟
（
一
八
六
三
―
一
九
四
一
）
の
弟
子
だ
っ
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
ま
ず
清
水
諫
見
氏
に
つ
い

て
説
明
し
て
お
こ
う
。
実
は
筆
者
は
、
か
つ
て
「
如
来
教
百
九
十
年
史
序
説
（
一
、二
）」
と

題
す
る
論
考
を
ま
と
め
、
特
に
そ
の
（
二
）
で
同
氏
の
生
涯
に
か
な
り
詳
細
に
ふ
れ
た
こ
と

が
あ
る15

。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
主
に
昭
和
初
年
ま
で
の
前
半
生
を
中
心
に
清
水
氏
の
生
涯

を
あ
ら
た
め
て
紹
介
す
る
が
、
本
書
に
は
、
最
近
判
明
し
た
事
項
を
補
っ
た
「
近
代
如
来
教

史
略
年
表
（
兼
清
水
諫
見
氏
略
年
譜
）」
を
新
規
作
成
・
別
掲
し
て
い
る
の
で
、
適
宜
、
参
照

さ
れ
た
い
。

　

清
水
諫
見
氏
は
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
八
月
、
当
時
の
愛
媛
県
八
幡
浜
町
（
現
、
八
幡
浜

市
）
に
生
ま
れ
、
満
一
五
歳
の
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
頃
、
慢
性
腎
臓
炎
の
罹
患
を
き
っ
か
け

に
、
同
町
内
に
所
在
す
る
如
来
教
の
末
庵
天
性
庵
に
参
籠
し
、
同
教
に
入
信
し
た
方
で
あ
る

（
一
九
八
五
年
没
）。
翌
一
九
一
八
年
、御
本
元
で
出
家
し
て「
了
拙
」の
安
名（
出
家
名
）を
受
け
た
後
、

同
氏
は
清
宮
秋
叟
が
和
尚
を
務
め
る
東
京
西
巣
鴨
の
末
庵
東
光
庵
に
配
属
さ
れ
た
。
し
か
し

同
氏
は
、
や
が
て
師
匠
の
了
解
の
も
と
に
還
俗
し16

、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
四
月
に
は
日

本
大
学
専
門
部
宗
教
科
に
入
学
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
当
時
、
東
京
帝
国
大
学
助
教
授

で
日
大
専
門
部
講
師
を
兼
務
し
て
い
た
宗
教
学
者
石
橋
智
信
に
清
水
氏
が
師
事
し
た
こ
と
が

機
縁
と
な
っ
て
、一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
、石
橋
は
「
隠
れ
た
る
日
本
の
メ
シ
ア
教
」
を
『
宗

教
研
究
』
誌
上
に
発
表
し
、
如
来
教
を
学
界
に
紹
介
し
た
。

　

あ
た
か
も
そ
の
当
時
、
包
括
的
な
宗
教
法
制
の
整
備
を
目
指
し
て
い
た
文
部
省
は
、「
第



　

二
次
宗
教
法
案
」
と
呼
ば
れ
た
法
案
の
帝
国
議
会
へ
の
上
程
を
準
備
し
つ
つ
あ
り
、
そ
う
し

た
事
情
に
明
る
か
っ
た
清
宮
秋
叟
を
中
心
と
す
る
関
東
の
如
来
教
信
者
た
ち
は
、
ま
だ
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
如
来
教
の
存
在
を
社
会
に
「
開
顕
」
す
る
運
動
を
起
こ
し
つ
つ
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
清
水
氏
が
日
大
専
門
部
で
石
橋
に
師
事
し
た
こ
と
は
、
石
橋
を
顧
問
役
と
し

て
、
如
来
教
内
に
独
自
の
教
学
を
起
こ
す
運
動
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
そ
の
運
動
の
最
大
の

成
果
が
、
清
水
氏
が
編
集
を
担
当
し
た
教
内
誌
『
こ
の
た
び
』
の
刊
行
で
あ
り
、
同
誌
は
、

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
二
月
の
創
刊
号
か
ら
同
年
一
一
月
の
第
九
号
ま
で
刊
行
さ
れ
た17

。
ま

た
同
誌
に
は
、
石
橋
智
信
、
鷲
尾
順
敬
（
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
官
）
ら
の
教
外
研
究
者
も
寄
稿

し
た
ほ
か
、
清
宮
秋
叟
を
は
じ
め
と
す
る
教
内
者
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
寄
稿
し
、
清
水
氏
執

筆
の
「
教
祖
の
御
生
涯
」
も
九
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、そ
う
し
た
「
開
顕
」

運
動
の
過
程
で
清
宮
秋
叟
は
、「
如
来
教
中
興
の
祖
」
と
仰
が
れ
て
い
た
故
小
寺
大
拙
の
書

簡
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
諸
史
料
を
蒐
集
し
つ
つ
、
当
時
、
長
編
の
教
団
史
草
稿
『
清
宮
秋

叟
覚
書
』
を
執
筆
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る18

。

　

な
お
、「
開
顕
」
運
動
の
発
生
と
前
後
し
て
、
如
来
教
内
に
は
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年

元
旦
に
他
界
し
た
御
本
元
の
空
如
庵
主
の
後
継
者
選
定
を
め
ぐ
る
「
紛
議
」
が
起
こ
り
、
約

四
年
を
要
し
て
、
裁
判
所
の
裁
定
で
後
継
庵
主
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は

と
り
あ
え
ず
、
先
述
の
神
田
「
如
来
教
百
九
十
年
史
序
説
（
二
）」
や
、
本
書
に
別
掲
の
「
近

代
如
来
教
史
略
年
表
（
兼
清
水
諫
見
氏
略
年
譜
）」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

２　
「
清
水
氏
史
料
」
の
構
成

　

今
回
、
本
書
で
は
、
当
該
史
料
群
を
次
の
五
つ
に
大
分
類
し
て
い
る
。

１　
教
祖
在
世
時
代
か
ら
幕
末
期
ま
で
に
成
立
し
た
史
料
群

２　
小
寺
大
拙
の
書
簡
と
遺
墨

３　
明
治
・
大
正
期
に
小
寺
大
拙
・
清
宮
秋
叟
以
外
の
如
来
教
関
係
者
が
遣
り
取
り
し
た
書

簡
・
文
書
類

４　
大
正
末
年
以
降
太
平
洋
戦
争
後
に
か
け
て
成
立
し
た
史
料
群

５　
そ
の
他

　

な
お
同
時
に
、
各
大
分
類
の
下
に
細
分
類
も
設
け
な
が
ら
、
解
説
と
は
別
に
「
清
水
諫
見

氏
旧
蔵
如
来
教
関
係
史
料
目
録
」
を
作
成
し
、
各
史
料
の
内
容
紹
介
も
付
し
て
い
る
の
で
、

個
々
の
史
料
の
内
容
を
簡
便
に
確
認
す
る
に
は
同
目
録
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。以
下
、

今
回
の
再
整
理
の
ポ
イ
ン
ト
に
中
心
を
置
き
つ
つ
大
分
類
ご
と
に
各
細
分
類
の
概
要
を
紹
介

し
、
本
書
で
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
１　
教
祖
在
世
時
代
か
ら
幕
末
期
ま
で
に
成
立
し
た
史
料
群
の
主
な
内
容
は
、
教
祖

の
生
前
に
成
立
し
た
教
祖
伝
『
御
由
緒
』、
江
戸
の
信
者
か
ら
届
い
た
書
簡
に
対
し
て
晩
年

の
教
祖
が
口
述
筆
記
を
送
ら
せ
た
返
信
の
写
し
『
文
政
年
中
御
手
紙
』、
成
立
年
月
日
未
詳

の
『
お
経
様
』
数
篇
の
ほ
か
、
教
祖
入
滅
後
の
名
古
屋
の
講
中
の
指
導
者
小
寺
一
夢
（
小
寺
大

拙
の
父
）
に
よ
る
口
話
筆
記
録
等
で
、
如
来
教
の
教
典
な
い
し
準
教
典
と
呼
ぶ
べ
き
史
料
で
あ

る
（
い
ず
れ
も
毛
筆
の
和
綴
じ
本
、
な
い
し
は
同
じ
く
半
紙
に
毛
筆
で
書
か
れ
た
も
の
を
紙
縒
り
で
綴
じ
た
も
の
）。
神
田

や
浅
野
は
、『
史
料
集
成
』
の
刊
行
当
時
、
そ
う
し
た
教
典
類
の
蒐
集
を
最
重
要
視
す
る
研

究
動
向
に
無
条
件
に
従
っ
て
い
て
、
１
の
翻
刻
文
は
す
べ
て
『
史
料
集
成
』
Ⅰ
の
冒
頭
と
Ⅳ

に
す
で
に
翻
刻
収
載
済
み
で
あ
る
た
め19

、
本
書
に
は
採
録
し
て
い
な
い
。

　

次
の
２　
小
寺
大
拙
の
書
簡
と
遺
墨
の
う
ち
、下
位
分
類
の
２
―
１　
小
寺
大
拙
書
簡
が
、

実
は
今
回
、
本
書
で
は
じ
め
て
翻
刻
紹
介
し
、
か
つ
重
要
視
し
て
い
る
史
料
群
で
あ
る
。
当

該
書
簡
群
は
、
先
述
の
小
寺
一
夢
の
次
男
で
「
如
来
教
中
興
の
祖
」
と
仰
が
れ
た
小
寺
大
拙

（
一
八
三
八
―
一
九
一
三
）
が
、
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
か
ら
一
九
一
三
（
大
正
元
）
年
に
か
け
て
発

信
し
た
書
簡
約
八
〇
通
（
す
べ
て
毛
筆
で
手
書
き
さ
れ
た
も
の
）
か
ら
な
り
、
連
名
で
発
信
さ
れ
た
も

の
も
あ
る
が
、
実
質
的
な
執
筆
者
（
現
存
の
書
簡
が
直
筆
で
な
い
場
合
は
原
本
の
執
筆
者
）
は
す
べ
て
小
寺

大
拙
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
清
水
氏
史
料
」
が
寄
贈
さ
れ
た
当
初
、
神
田
や
浅
野
は
、
一
尊
教
団
所
蔵
史
料
の
内
容

を
直
接
補
う
役
割
を
果
た
す
上
記
１
や
、
教
団
史
に
関
す
る
も
っ
と
も
詳
細
な
記
事
を
含
む

『
清
宮
秋
叟
覚
書
』（
後
述
の
４
に
分
類
）
に
特
に
注
目
し
て
お
り
、
毛
筆
で
書
か
れ
た
近
代
の
私

信
が
約
半
数
（
一
〇
〇
通
余
）
を
占
め
る
「
清
水
氏
史
料
」
の
全
体
を
系
統
的
に
分
析
す
る
こ
と

に
は
踏
み
込
め
ず
に
過
ご
し
て
き
た
。
し
か
し
今
回
の
再
整
理
に
お
け
る
翻
刻
作
業
を
経
た

結
果
、
２
―
１　
小
寺
大
拙
書
簡
は
、
如
来
教
の
近
代
教
団
形
成
の
経
緯
を
直
接
伝
え
る
重

要
な
史
料
で
あ
り
、
今
後
の
議
論
の
主
要
な
素
材
に
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
２
―
１
に
つ
い
て
は
、
本
項
の
最
後
に
あ
ら
た
め
て
ふ
れ
た
い
。

　

一
方
、
２
―
２　
小
寺
大
拙
執
筆
の
教
義
文
書
・
遺
墨
等
に
は
、
膨
大
な
『
お
経
様
』
の

内
容
を
、
日
々
の
勤
行
で
信
者
た
ち
が
読
誦
で
き
る
よ
う
に
短
く
ま
と
め
直
し
た
教
義
文
書

『
四
部
経
略
語
』
と
『
座
禅
圓
』（
成
立
は
そ
れ
ぞ
れ
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
年
）
と
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
。

と
も
に
『
史
料
集
成
』
Ⅳ
に
翻
刻
収
載
済
み
）
の
ほ
か
、
今
回
は
じ
め
て
翻
刻
紹
介
す
る
『
三
毒
之
大
魔

を
踏
砕
之
緘
』（
毛
筆
本
。
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
頃
成
立
か
）
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。



清水諫見氏と「清水諫見氏旧蔵如来教関係史料」

　

さ
ら
に
３　
明
治
・
大
正
期
に
小
寺
大
拙
・
清
宮
秋
叟
以
外
の
如
来
教
関
係
者
が
遣
り
取

り
し
た
書
簡
・
文
書
類
に
は
、
３
―
１　
明
治
・
大
正
期
の
御
本
元
お
よ
び
東
光
庵
関
係
者

が
遣
り
取
り
し
た
書
簡
と
３
―
２　
明
治
期
の
東
光
庵
関
係
者
ら
が
受
領
し
た
公
文
書
と
い

う
二
つ
の
下
位
分
類
を
設
け
て
お
り
、
そ
の
う
ち
３
―
１
に
は
２
―
１　
小
寺
大
拙
書
簡
と

年
代
的
に
重
な
る
も
の
が
多
い
。
今
回
、
分
類
に
当
た
っ
て
３
―
１
を
２
―
１
に
合
併
す
る

方
法
も
あ
り
え
た
が
、「
清
水
氏
史
料
」
に
登
場
す
る
小
寺
大
拙
と
そ
の
周
辺
の
人
物
の
行

動
を
追
跡
す
る
に
は
、
別
項
目
を
立
て
る
方
が
便
宜
だ
と
判
断
し
た
。
３
―
１
で
書
簡
の
差

出
人
と
な
っ
て
い
る
の
は
、元
尾
張
藩
士
の
子
孫
で
御
本
元
の
納
所
役
を
務
め
た
一
色
随
浪
、

東
光
庵
の
創
設
者
金
子
大
道
、
東
光
庵
の
信
者
で
日
本
橋
在
住
の
古
川
長
吉
、
一
八
八
一
（
明

治
一
四
）
年
以
前
ま
で
に
名
古
屋
か
ら
東
京
へ
移
住
し
て
政
府
に
出
仕
し
て
い
た
元
尾
張
藩
士

寺
尾
正
愛
の
子
孫
（
寺
尾
貞
心
）
ら
で
あ
る
（
寺
尾
正
愛
は
、
２
―
１　
小
寺
大
拙
書
簡
の
約
半
数
で
宛
先
（
宛
名

人
）
と
な
っ
て
い
る
）。
な
お
、
３
―
２　
明
治
期
の
東
光
庵
関
係
者
ら
が
受
領
し
た
公
文
書
は
、

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
、
東
光
庵
が
当
時
の
本
郷
区
丸
山
新
町
か
ら
同
じ
く
豊
島
郡
巣
鴨

村
へ
移
転
す
る
こ
と
を
東
京
府
に
届
け
出
た
公
文
書
の
控
え
一
点
で
あ
る20

。

　

４　
大
正
末
年
以
降
太
平
洋
戦
争
後
に
か
け
て
成
立
し
た
史
料
群
に
は
、
４
―
１　
清
宮

秋
叟
が
毛
筆
で
残
し
た
文
書
群（
書
簡
を
除
く
）、４
―
２　
昭
和
初
年
ま
で
の
如
来
教
の『
開

顕
』
運
動
に
関
す
る
史
料
群
、
４
―
３　
清
水
諫
見
氏
が
受
信
・
受
領
し
た
書
簡
・
文
書
等
、

４
―
４　
宗
教
団
体
法
施
行
後
の
『
単
立
教
会
』
設
立
申
請
関
連
書
類
、
４
―
５　
清
水
諫

見
氏
が
蒐
集
し
た
と
推
定
で
き
る
書
籍
・
印
刷
物
等
と
い
う
、
五
つ
の
下
位
分
類
を
設
け
て

い
る
。

　

４
―
１
に
は
、「
媹
り
ゅ
う
ぜ
ん姾

如
来
喜
之
・
伝
記
断
片
Ａ
」「
媹
姾
如
来
喜
之
・
伝
記
断
片
Ｂ
」（
と

も
に『
史
料
集
成
』Ⅰ
に
翻
刻
収
載
済
み
）
お
よ
び
先
述
の『
清
宮
秋
叟
覚
書
』（『
史
料
集
成
』Ⅳ
に
翻
刻
収
載
済
み
）

が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
『
清
宮
秋
叟
覚
書
』
は
、
如
来
教
内
で
ま
と
め
ら
れ
た

も
っ
と
も
詳
細
な
教
団
史
の
一
つ
だ
が
、
正
確
な
年
代
を
欠
く
記
事
が
多
い
の
が
難
点
だ
っ

た
。
し
か
し
今
回
、「
小
寺
大
拙
書
簡
」
と
「
明
治
・
大
正
期
の
御
本
元
お
よ
び
東
光
庵
関

係
者
が
遣
り
取
り
し
た
書
簡
・
文
書
類
」
が
翻
刻
さ
れ
た
こ
と
で
、『
清
宮
秋
叟
覚
書
』
の

記
事
の
年
代
も
よ
り
正
確
に
推
定
で
き
る
部
分
が
増
え
た
。
な
お
４
―
１
に
は
、
今
回
新
た

に
翻
刻
収
載
し
た「
末
庵
の
成
立
事
情
」（
原
題
な
し
）
や「
こ
の
た
び
の
新
し
い
信
仰
…
…
」（
同
）

等
の
メ
モ
的
な
短
編
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
４
―
２　

昭
和
初
年
ま
で
の
如
来
教
の
『
開
顕
』
運
動
に
関
す
る
史
料
群
に
は
、

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
当
時
の
帝
国
議
会
で
審
議
さ
れ
た
「
第
二
次
宗
教
法
案
」
に
対
応

し
て
、
如
来
教
を
社
会
に
「
開
顕
」
し
、
明
確
な
法
的
保
護
も
受
け
る
形
で
教
団
の
近
代

化
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
運
動
（
結
果
的
に
は
当
該
法
案
の
審
議
未
了
・
廃
案
に
よ
り
頓
挫
）
に
関
連
す
る
、

四
〇
余
点
の
史
料
か
ら
な
っ
て
い
る
（
う
ち
、
謄
写
版
印
刷
が
劣
化
し
て
判
読
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
今
回
、
で
き
る
だ
け
翻
刻
文
を
掲
載
し
た
）。
な
お
４
―
２
に
は
、
清
水
氏
が
編
集
を
担
当
し
、

合
計
九
号
に
わ
た
っ
て
活
版
で
印
刷
刊
行
さ
れ
た
教
内
誌
『
こ
の
た
び
』
の
本
誌
（
清
水
諫

見
氏
に
よ
る
連
載
記
事
「
教
祖
の
御
生
涯
」
を
は
じ
め
、
計
一
八
篇
分
の
記
事
は
『
史
料
集
成
』
Ⅰ
と
Ⅳ
に
収
載
済
み
）21

や
、

同
誌
へ
の
掲
載
を
期
し
て
書
か
れ
た
草
稿
も
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、「
開
顕
」
運

動
が
頓
挫
し
、
同
時
に
空
如
前
庵
主
の
後
継
者
選
定
問
題
が
こ
じ
れ
る
中
、
毛
筆
の
『
お
経

様
』
諸
篇
の
ペ
ン
書
に
よ
る
浄
書
を
清
水
氏
が
単
独
で
試
み
た
と
推
察
さ
れ
る
原
稿
も
一
六

点
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
も
と
も
と
は
二
〇
点
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
四
点
が
逸
失
）。

　

４
―
３　
清
水
諫
見
氏
が
受
信・受
領
し
た
書
簡・文
書
等
に
は
、一
九
一
八（
大
正
七
）年
秋
、

清
水
諫
見
氏
が
御
本
元
の
浅
野
恵
大
和
尚
か
ら
「
了
拙
」
の
安
名
（
出
家
名
）
を
授
け
ら
れ
た

こ
と
を
証
す
る
文
書
（
今
回
、翻
刻
紹
介
）
の
ほ
か
、一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、

師
匠
の
清
宮
秋
叟
か
ら
清
水
氏
が
受
信
し
た
計
五
通
の
書
簡
や
、
教
祖
の
経
歴
を
確
認
す
る

目
的
で
、
清
水
氏
が
尾
張
藩
士
石
河
主
水
家
の
子
孫
宛
に
送
っ
た
質
問
状
へ
の
当
該
子
孫
に

よ
る
返
信
の
ほ
か
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
の
「
宗
教
団
体
法
」
施
行
後
に
、「
単
立
教
会
」

設
立
を
目
指
し
た
御
本
元
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
清
水
氏
が
活
動
し
て
い
た
様
子
を
伝
え

る
「
御
本
元
侍
者
」
の
書
簡
二
通
等
も
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
下
位
項
目
を
設
け
た

主
目
的
は
、
大
正
・
昭
和
期
の
如
来
教
で
清
水
氏
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
た
め
、
当
該
史
料
は
す
べ
て
本
書
で
全
文
翻
刻
紹
介
し
て

い
る
。

　

４
―
４　
宗
教
団
体
法
施
行
後
の『
単
立
教
会
』設
立
申
請
関
連
書
類
は
、「
宗
教
団
体
法
」

の
施
行
に
対
応
し
、
す
で
に
「
宗
教
結
社
」
の
届
出
を
し
て
い
た
如
来
教
が
、
一
九
四
二
（
昭

和
一
七
）
年
以
降
、「
単
立
教
会
」
の
設
立
を
目
指
し
た
こ
と
に
関
連
す
る
合
計
一
四
点
の
史

料
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
作
成
に
も
っ
と
も
時
間
と
手
間
を
か
け
た
と
推
察
さ
れ

る
『
如
来
教
団
由
緒
及
沿
革
概
要
』
は
、
す
で
に
『
史
料
集
成
』
Ⅰ
に
収
載
済
み
だ
が
、
先

述
の
４
―
３
の
「
御
本
元
侍
者
」
書
簡
に
よ
る
と
、
当
時
、
御
本
元
の
依
頼
を
受
け
た
清
水

氏
は
、
引
き
続
き
顧
問
役
を
務
め
る
石
橋
智
信
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
「
教
会
規
則
」
の
起

草
に
も
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
れ
は
４
―
４
中
の
「
如
来
教
会
教
規
」
の
草
稿
だ
っ
た



　

可
能
性
が
高
い
。
各
史
料
の
具
体
的
な
執
筆
者
を
個
々
に
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
総

じ
て
４
―
４
は
、
石
橋
智
信
と
清
水
諫
見
氏
の
遣
り
取
り
を
前
提
に
、
最
終
的
に
は
執
筆
者

を
特
定
せ
ず
に
（
事
実
上
御
本
元
の
責
任
で
）
作
成
さ
れ
た
体
裁
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
史
料

番
号
四
四
〇
五
や
四
四
〇
七
の
史
料
等
に
は
、
石
橋
智
信
の
か
な
り
深
い
関
与
を
窺
わ
せ
る

部
分
が
多
い
。
な
お
、
史
料
番
号
四
四
〇
九
か
ら
四
四
一
三
の
［
活
字
版
『
お
経
様
』］
は
、

清
水
氏
が
ペ
ン
書
き
で
浄
書
し
て
い
た
『
お
経
様
』（
４
―
２
の
四
二
二
六
か
ら
四
二
四
一
）
と
、
浄

書
な
い
し
翻
刻
の
対
象
と
さ
れ
た
篇
は
重
な
っ
て
い
な
い
が
、「『
お
経
様
』
は
誰
も
が
読
め

る
形
で
保
存
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
の
清
水
氏
の
発
想
を
引
き
継
い
で
、
初
め
て
印
刷
・
刊
行

さ
れ
た
単
立
教
会
設
立
申
請
関
連
書
類
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

４
―
５　
清
水
諫
見
氏
が
蒐
集
し
た
と
推
定
で
き
る
書
籍
・
印
刷
物
等
は
合
計
九
点
か
ら

な
り
、
大
正
末
年
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
、
師
匠
の
了
解
の
も
と
に
日
大
専
門
部
に
在
学

し
て
い
た
清
水
氏
が
蒐
集
し
て
学
習
し
た
と
認
め
ら
れ
る
仏
典
・
仏
教
学
書
が
三
点
、
文
部

省
内
で
「
第
二
次
宗
教
法
案
」
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
た
頃
の
新
聞
記
事
を
切
り
貼
り
し

た
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
」（
清
水
氏
自
身
の
投
稿
記
事
を
含
む
）、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
施
行
の

「
宗
教
団
体
法
」
と
「
同
施
行
令
」「
同
施
行
規
則
」
を
印
刷
し
た
冊
子
（
文
部
省
刊
）、「
昭
和

一
七
年
四
月
一
二
日
」
付
け
『
中
外
日
報
』
紙
（「
宗
教
結
社
如
来
教　

単
立
教
会
を
出
願　

当
局
慎
重
を
期

す
」
の
記
事
を
掲
載
）、
太
平
洋
戦
争
後
の
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
に
石
橋
智
信
が
如
来
教
に
関

す
る
記
事
を
執
筆
・
掲
載
し
た
『
談
論
』
誌
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
六
）
年
刊
行
の
安
部
富
石

『
合
同
の
次
に
来
る
も
の
』
等
が
主
な
内
容
で
あ
る
（
安
部
富
石
は
、
大
正
期
に
如
来
教
の
末
庵
と
し
て
創

建
さ
れ
、
原
田
清
泉
が
そ
の
庵
主
に
就
任
後
、
同
尼
と
庵
自
体
が
い
っ
た
ん
は
如
来
教
か
ら
破
門
さ
れ
て
い
た
大
阪
の
江
石
庵
が
、

一
九
六
〇
年
、
御
本
元
と
の
「
合
同
」
を
果
た
し
た
後
、
御
本
元
和
尚
に
就
任
し
た
人
物
で
、
当
該
書
籍
は
そ
の
著
書
の
一
つ
）。

　

最
後
の
５　
そ
の
他
は
、
以
上
の
ど
れ
に
も
分
類
で
き
な
い
史
料
一
三
点
か
ら
な
り
、
う

ち
七
点
が
毛
筆
の
墨
蹟
で
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
五
点
は
日
大
専
門
部
在
学
中
の
清
水
氏
自

身
に
よ
る
仏
説
・
仏
論
等
の
書
写
練
習
な
い
し
は
ノ
ー
ト
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
そ
れ
ら
と

は
別
の
、
原
稿
用
紙
各
一
〇
枚
ほ
ど
で
書
か
れ
た
随
筆
三
篇
は
、
記
事
内
容
か
ら
、
い
ず
れ

か
の
如
来
教
の
末
庵
（
お
そ
ら
く
は
東
光
庵
）
の
刊
行
物
（
教
内
誌
紙
）
に
、「
雪
の
舎　

汎
」
の
ペ
ン

ネ
ー
ム
で
清
水
氏
が
寄
稿
し
た
草
稿
だ
と
推
察
で
き
る
。

　

こ
こ
で
再
度
２
―
１　
小
寺
大
拙
書
簡
に
話
題
を
戻
し
、
約
八
〇
通
に
わ
た
る
そ
の
成
り

立
ち
に
ふ
れ
て
、「
清
水
氏
史
料
」
の
性
格
を
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
検
討
し
て
お
こ
う
。

「
如
来
教
中
興
の
祖
」
と
仰
が
れ
た
小
寺
大
拙
が
、
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
か
ら
他
界
の

前
年
に
当
た
る
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
に
か
け
て
発
信
し
た
約
八
〇
通
の
書
簡
群
は
、
実
は
、

①
封
筒
が
失
わ
れ
た
ま
ま
丸
め
ら
れ
て
束
と
な
っ
て
い
た
も
の
（
明
治
一
四
年
―
同
二
七
年
頃
発
信
）、

②
横
並
べ
に
し
て
巻
物
に
表
装
さ
れ
た
一
一
通
分
（
明
治
一
五
年
―
同
三
三
年
に
発
信
）、
③
約
二
〇

通
の
封
書
（
大
半
は
明
治
四
三
年
―
大
正
元
年
に
発
信
。
封
筒
の
み
で
通
信
文
が
失
わ
れ
た
も
の
や
そ
の
逆
の
も
の
、
別
の

封
筒
に
誤
っ
て
入
れ
ら
れ
て
い
た
書
簡
等
を
含
み
、
総
数
の
正
確
な
確
定
は
困
難
）、
の
三
種
に
大
別
で
き
る22

。

　

そ
の
う
ち
②
に
属
す
る
書
簡
に
は
①
と
年
代
が
重
な
る
も
の
も
あ
る
の
だ
が
、
単
に
成
立

年
代
順
に
整
理
せ
ず
、
敢
え
て
外
的
形
状
に
こ
だ
わ
っ
た
分
類
を
試
み
た
の
は
、
蒐
集
さ
れ

た
事
情
と
外
的
形
状
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
②
の
巻
物
（
Ⅲ

頁
上
）
の
巻
末
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
八
月
二
二
日
付
（
明
治
一
五
年
と
推
定
）
寺
尾
是
道
宛
の

書
簡
（
二
一
二
〇
）
の
末
尾
に
は
、「
金
子
士
え
誂
へ
」
と
い
う
後
筆
（
異
筆
）
の
文
字
を
確
認
で
き
、

そ
れ
は
東
光
庵
の
創
設
者
金
子
大
道
の
た
め
に
、
同
庵
の
後
継
責
任
者
清
宮
秋
叟
が
、
一
一

通
の
大
拙
書
簡
を
集
め
て
表
装
し
た
こ
と
を
表
す
と
推
察
で
き
る23

。

　

ま
た
①
の
書
簡
群
は
、
金
子
大
道
ら
の
東
光
庵
在
庵
者
に
宛
て
た
も
の
（「
総
御
講
中
様
」
宛
を

含
む
）
や
、
寺
尾
を
含
む
複
数
名
宛
の
書
簡
数
通
も
含
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
ほ

と
ん
ど
は
寺
尾
正
愛
（
是
道
）
宛
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
複
数
名
宛
の
大
拙
書
簡
は
、
祝
辞

や
謝
辞
の
伝
達
依
頼
を
主
目
的
と
し
た
書
簡
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
寺
尾
一
人
に

宛
て
た
書
簡
に
は
、
第
三
者
に
は
聞
か
せ
に
く
い
よ
う
な
、
微
妙
な
人
間
関
係
に
言
及
し
た

も
の
（
主
に
は
金
子
大
道
を
批
判
す
る
も
の
）
が
目
立
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
③
の
書
簡
群
は
、
東
光
庵
や
大
宮
の
末
庵
日
明
軒
等
に
在
庵
す
る
僧
尼
に
向
け
て

大
拙
が
そ
の
晩
年
に
発
信
し
た
書
簡
を
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
の
大
拙
の
他
界
後
に
、
東

光
庵
の
責
任
者
と
な
っ
た
清
宮
秋
叟
が
集
め
た
も
の
と
想
像
で
き
る
（
明
治
四
四
、四
五
年
を
中
心
に

発
信
さ
れ
た
も
の
で
、
各
庵
に
配
属
な
い
し
派
遣
さ
れ
て
い
た
僧
尼
が
受
信
し
た
ま
ま
所
持
し
て
い
た
も
の
と
推
察
で
き
る
）。

　

総
じ
て
言
え
ば
、
２
―
１　
小
寺
大
拙
書
簡
（
①
～
③
）
や
３
―
１　
明
治
・
大
正
期
の
御

本
元
お
よ
び
東
光
庵
関
係
者
が
遣
り
取
り
し
た
書
簡
・
文
書
群
に
属
す
る
書
簡
は
、
年
月
の

経
過
に
と
も
な
っ
て
自
然
に
東
光
庵
や
そ
の
周
辺
に
蓄
積
さ
れ
た
書
簡
と
い
う
よ
り
も
、
む

し
ろ
一
定
の
意
図
の
も
と
に
蒐
集
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
蒐
集
者
や

蒐
集
意
図
（
目
的
）
に
つ
い
て
神
田
の
仮
説
を
掲
げ
て
お
く
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
当
該
史
料
の
蒐
集
者
は
、
大
正
末
年
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
如
来
教

の
「
開
顕
」
運
動
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
清
宮
秋
叟
（
当
時
の
東
光
庵
和
尚
）
と
、
同
人

の
指
示
の
も
と
で
当
該
運
動
の
末
端
を
担
っ
た
人
々
（
清
水
諫
見
氏
が
当
然
含
ま
れ
る
）
で
あ
り
、
史



清水諫見氏と「清水諫見氏旧蔵如来教関係史料」

料
の
提
供
者
は
、
寺
尾
正
愛
（
是
道
）
の
子
孫
や
東
光
庵
の
信
者
古
川
長
吉
の
子
孫
、
末
庵
に

在
庵
中
の
僧
尼
等
の
如
来
教
関
係
者
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
史
料
蒐
集
の
意
図
は
、本
来
、

自
分
た
ち
の
信
仰
の
由
来
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
全
般
に
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
だ
が
、
昭
和
初

年
、「
第
二
次
宗
教
法
案
」が
立
案
さ
れ
、そ
の
法
案
が
成
立
し
て
施
行
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
っ

た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
主
眼
は
、
特
に
秋
叟
ら
が
体
験
的
に
知
り
得
て
い
な
か
っ
た
、

明
治
初
年
以
来
の
如
来
教
関
係
者
の
足
跡
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
手
が
か
り
と

し
て
如
来
教
の
改
革
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

な
お
、「
小
寺
大
拙
書
簡
」
の
う
ち
、
大
拙
の
晩
年
に
発
信
さ
れ
た
③
や
、
大
拙
書
簡
の

一
部
を
記
念
品
の
よ
う
に
金
子
大
道
に
渡
す
べ
く
編
ま
れ
た
と
推
定
で
き
る
②
の
巻
物
は
、

い
ず
れ
も
大
拙
の
親
筆
と
見
て
間
違
い
な
い
が
、も
っ
と
も
年
代
の
古
い
①
の
書
簡
群
に
は
、

巻
紙
で
な
い
半
紙
大
の
白
紙
の
ほ
か
に
、
し
ば
し
ば
枠
付
き
有
罫
用
紙
（
半
紙
大
）
が
使
用
さ

れ
て
い
た
り
、
後
筆
な
い
し
異
筆
に
よ
る
書
き
込
み
が
あ
っ
た
り
し
て
お
り
、
す
べ
て
が
大

拙
の
親
筆
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
「
小
寺
大
拙
書
簡
」（
特
に
①
と
②
）
は
、
右
の
よ
う

に
、
明
治
期
の
如
来
教
史
を
明
ら
か
に
す
る
意
図
の
も
と
に
蒐
集
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高

く
、
親
筆
以
外
の
書
簡
も
む
し
ろ
か
な
り
正
確
に
複
写
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
改
竄
の

可
能
性
は
き
わ
め
て
低
い
）。そ
こ
で
本
書
で
は
、親
筆
か
否
か
を
逐
一
判
定
す
る
こ
と
は
保
留
し
て
、

２
―
１　
小
寺
大
拙
書
簡
お
よ
び
３
―
１　
明
治
・
大
正
期
の
御
本
元
お
よ
び
東
光
庵
関
係

者
が
遣
り
取
り
し
た
書
簡
・
文
書
群
を
中
心
に
極
力
翻
刻
文
を
掲
載
し
、
主
に
明
治
維
新
以

降
の
如
来
教
は
ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
つ
つ
近
代
教
団
を
形
成
し
て
今
日
に
い
た
っ
て
い

る
の
か
を
、
展
望
す
る
た
め
の
素
材
と
し
て
提
供
し
て
お
き
た
い
。

註1　

 

そ
の
寄
贈
は
、
当
時
、
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
に
在
学
中
の
神
田
が
、
故
安
丸
良
夫

教
授
の
賛
同
を
得
て
、
散
逸
防
止
の
手
立
て
と
し
て
お
願
い
し
、
清
水
氏
が
そ
れ
に
応
え
て
く
だ
さ
っ
た
結
果
、

実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

2　

 

文
化
庁
篇
『
宗
教
年
鑑　

令
和
三
年
版
』
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
前
年
の
統
計
で
は
、
宗
教
団
体
（
宗
教
法
人
を

含
む
）
は
寺
院
二
八
、
布
教
所
七
で
合
計
三
五
。
教
師
は
男
一
人
、
女
八
人
で
合
計
九
人
。
信
者
は
三
五
六
一
人

と
な
っ
て
い
る
。

3　

 

石
橋
智
信
「
隠
れ
た
る
日
本
の
メ
シ
ア
教
―
一
尊
教
の
教
団
生
活
と
そ
の
信
仰
内
容
―
」（『
宗
教
研
究
』
新
第

四
巻
四
―
五
号
、
一
九
二
七
年
）。

4　

 

村
上
重
良
・
安
丸
良
夫
編
『
民
衆
宗
教
の
思
想
』（
日
本
思
想
大
系
第
六
七
巻
。
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）。

5　

 

文
化
庁
編
『
宗
教
年
鑑　

令
和
三
年
版
』
の
前
年
度
分
統
計
で
は
、
宗
教
団
体
（
宗
教
法
人
を
含
む
）
が
教
会

三
と
あ
る
だ
け
で
、
信
者
数
は
記
載
が
な
い
。
な
お
、「
代
表
役
員
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
寄
正
光
大
庵
主
は

す
で
に
他
界
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
て
い
る
の
で
、
現
在
、
同
教
団
は
ほ
と
ん
ど
活
動
を
停
止
し
て
い
る

模
様
で
あ
る
。

6　

 

如
来
教
に
つ
い
て
両
名
が
ま
と
め
た
最
初
の
書
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
神
田
秀
雄
『
如
来
教
の
思
想
と
信
仰
』（
天

理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
、一
九
九
〇
年
）、浅
野
美
和
子
『
女
教
祖
の
誕
生
』（
藤
原
書
店
、二
〇
〇
一
年
）
で
あ
る
。

7　

 

神
田
秀
雄
・
浅
野
美
和
子
編
『
如
来
教
・
一
尊
教
団
関
係
史
料
集
成
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
―
〇
九

年
）。
な
お
、
同
史
料
集
は
、
後
述
す
る
村
上
重
良
校
注
『
お
経
様
―
民
衆
宗
教
の
聖
典
・
如
来
教
』（
東
洋
文
庫

三
一
三
）
の
続
刊
が
な
さ
れ
な
い
見
通
し
と
な
っ
た
た
め
、
神
田
と
浅
野
が
改
め
て
刊
行
を
企
画
し
た
も
の
で
あ

る
。

8　

 

神
田
秀
雄
『
如
来
教
の
成
立
・
展
開
と
史
的
基
盤
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）。

9　
 

石
原
和
『「
ぞ
め
き
」
の
時
空
間
と
如
来
教
』（
法
蔵
館
、
二
〇
二
〇
年
）。

10　
 

な
お
、
前
掲
註
７
の
『
如
来
教
・
一
尊
教
団
関
係
史
料
集
成
』
第
四
巻
の
「
別
冊
（
そ
の
２
）
史
料
目
録
・
諸
表
」

に
は
、
二
〇
〇
九
年
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
如
来
教
関
連
研
究
の
一
覧
を
掲
げ
て
あ
る
。
前
掲
註
８
の
拙
著
も
参
照

さ
れ
た
い
。

11　

 

一
尊
教
団
の
元
大
庵
主
故
田
中
正
悦
尼
作
成
の
『
御
説
教
御
目
録
』
と
題
す
る
目
録
で
、『
史
料
集
成
』
Ⅳ
の

「
別
冊
（
そ
の
２
）」
に
は
、
編
年
順
の
諸
篇
と
年
月
日
不
詳
の
諸
篇
に
分
け
て
、
そ
の
記
事
内
容
を
一
覧
表
に
ま

と
め
て
あ
る
。

12　

 

神
田
と
浅
野
は
、
名
古
屋
市
熱
田
区
の
宗
教
法
人
如
来
教
の
本
部
御
本
元
を
も
何
度
か
訪
れ
、『
お
経
様
』
の

聴
聞
は
許
さ
れ
た
。
し
か
し
御
本
元
は
、
戦
前
に
お
け
る
石
橋
智
信
の
例
を
ほ
ぼ
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
そ
の
後
、



　

研
究
目
的
の
史
料
調
査
に
は
応
じ
て
い
な
い
。
な
お
、
二
〇
〇
〇
年
代
ま
で
東
光
庵
に
は
、『
お
経
様
』
の
公
刊

を
期
待
す
る
ご
信
者
も
少
な
く
な
く
、
神
田
と
浅
野
は
、
そ
れ
ら
の
方
々
か
ら
資
金
的
ご
援
助
も
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
神
田
と
生
前
の
村
上
重
良
氏
が
、
一
尊
教
団
の
末
庵
慈
尊
庵
（
東
京
都
中
野
区
江
古
田
）
へ
来
庵
し
た
寄

正
光
大
庵
主
に
依
頼
し
た
結
果
、
金
沢
の
如
来
庵
が
所
蔵
せ
ず
、
慈
尊
庵
が
所
蔵
し
て
い
た
『
お
経
様
』
約
一
〇

篇
が
追
加
公
開
さ
れ
た
（
そ
れ
ら
は
『
史
料
集
成
』
各
巻
に
す
で
に
翻
刻
収
載
済
み
）。

13　

 

栗
田
善
如
尼
は
、太
平
洋
戦
争
後
の
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
、「
宗
教
法
人
令
」
に
よ
っ
て
宗
教
法
人
と
な
っ

た
一
尊
教
団
傘
下
の
「
一
尊
教
会
慈
尊
庵
」（
註
12
参
照
）
で
、
一
時
、
主
管
者
を
務
め
ら
れ
た
方
で
あ
る
。

14　

 

そ
の
当
時
、
神
田
と
浅
野
は
、
一
尊
教
団
所
蔵
の
『
お
経
様
』
諸
篇
の
翻
刻
作
業
中
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
翻

刻
原
稿
の
約
六
分
の
一
は
、
村
上
重
良
校
注
『
お
経
様
―
民
衆
宗
教
の
聖
典
・
如
来
教
―
』（
東
洋
文
庫
三
一
三
、

平
凡
社
、一
九
七
六
年
）と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
し
か
し
、東
洋
文
庫
と
し
て
の
続
刊
は
な
さ
れ
ず
、両
名
は
改
め
て
、

『
如
来
教
・
一
尊
教
団
関
係
史
料
集
成
』
全
四
巻
の
刊
行
を
企
画
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
前
掲
の
註
７
も
参
照
。

15　

 

神
田
秀
雄
「
如
来
教
百
九
十
年
史
序
説
（
一
）」（『
天
理
大
学
学
報
』
第
一
六
二
輯
、
一
九
八
九
年
）、
同
「
如

来
教
百
九
十
年
史
序
説
（
二
）」（『
天
理
大
学
学
報
』
第
一
六
三
輯
、
一
九
九
〇
年
）。
な
お
、
神
田
が
天
理
大
学

の
学
内
誌
に
発
表
し
た
論
考
は
、
天
理
大
学
の
ウ
ェ
ブ
上
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
ー
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
右
の

（
二
）
を
主
な
典
拠
と
す
る
。

16　

 

清
水
氏
生
前
の
証
言
に
よ
る
と
、
当
時
の
如
来
教
内
で
は
出
家
の
ま
ま
の
大
学
入
学
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と

い
う
。

17　

 

教
内
誌
『
こ
の
た
び
』
の
停
頓
後
、
清
水
氏
が
私
家
版
の
『
こ
の
た
び
二
巻
』
を
刊
行
し
た
こ
と
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
註
15
の
拙
稿
（
二
）
や
『
史
料
集
成
』
Ⅳ
の
「
別
冊
（
そ
の
２
）」
一
五
〇
―
一
五
五
頁
を
参
照
。

18　

 

同
史
料
は
、
合
計
一
〇
八
枚
の
半
紙
に
毛
筆
で
書
か
れ
た
草
稿
で
、
冒
頭
の
約
三
分
の
一
が
散
逸
し
て
い
る
。

本
来
の
表
題
は
そ
の
有
無
を
含
め
て
未
詳
の
た
め
、
表
題
は
仮
に
神
田
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。『
史
料
集
成
』

Ⅳ
に
全
文
の
翻
刻
文
や
解
説
を
収
載
し
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
同
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
同
史
料
は
、
本
来

は
刊
行
を
意
図
し
て
ま
と
め
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
が
、
教
内
に
発
生
し
た
諸
事
情
も
あ
っ
て
、
結
局

は
刊
行
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

19　

 『
史
料
集
成
』Ⅰ
の
途
中
か
ら
Ⅱ
と
Ⅲ
、そ
し
て
Ⅳ
の
途
中
ま
で
は
、一
尊
教
団
所
蔵
本
を
中
心
に
、既
公
開
の『
お

経
様
』
諸
篇
を
全
四
巻
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
収
載
し
て
い
る
。

20　

 

な
お
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
文
書
は
東
京
都
公
文
書
館
に
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。

21　

 

教
内
誌
『
こ
の
た
び
』
各
号
（
清
水
氏
が
私
家
版
と
し
て
刊
行
し
た
『
こ
の
た
び
二
巻
』
を
含
む
）
の
本
文
は
、

一
橋
大
学
附
属
図
書
館
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
う
ち
、「
蔵
書
検
索
サ
ポ
ー
ト
」→「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
人
物
文
献
」→「
所

蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
、「
清
水
諫
見
氏
旧
蔵
如
来
教
関
係
史
料
」
の
頁
が
ち
か
く
開
設
さ
れ
、
そ
こ
に
写
真
版

が
掲
げ
ら
れ
る
予
定
な
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、『
史
料
集
成
』
Ⅰ
と
Ⅳ
に
翻
刻
収
載
済
み
の

記
事
に
つ
い
て
は
、
本
書
所
収
の
「
収
載
史
料
目
録
」
の
う
ち
、
４
―
２
の
部
分
に
掲
げ
た
『
こ
の
た
び
』
各
巻

号
の
目
次
に
太
字
で
表
記
し
て
い
る
。

22　

 

三
種
の
外
観
に
つ
い
て
は
、
本
書
冒
頭
に
掲
げ
た
写
真
を
確
認
さ
れ
た
い
。

23　

 

そ
の
十
一
通
は
、
金
子
大
道
宛
の
大
拙
書
簡
五
通
と
寺
尾
正
愛
（
是
道
）
宛
の
大
拙
書
簡
六
通
と
か
ら
な
っ
て

い
る
。


